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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・干しカブ　30ｇ　・薄揚げ　２枚　・砂糖　小さじ１ 

・しょう油　小さじ２　・酒　大さじ１ 

・だし汁　１カップ 

干しカブ 
（大根の干した物） 

　干しカブは、冬越しの大根を煮て干したものです。

常備の干物として煮物等に入れて食べられています。 

①乾燥した干しカブを水洗いしてから、ぬるま湯に５分

　ほど浸して戻す。水気をよく絞る。（水に長くつける

　と味が落ちる） 

②薄揚げは油抜きして、縦半分に切り、細切りにする。 

③だし汁、酒、砂糖、しょう油を合わせた中に、干しカ

　ブと薄揚げを入れて、味を含ませながら汁気がなくな

　るまで煮る。 

 

※干しカブの作り方 

　冬越しの大根を、薄いいちょう切りか半月切りにし、

水からゆでる。箸が通る位のやわらかさになったらザル

に上げて、天日に干す。べっ甲色になるまでカラカラに

よく干して、缶や冷蔵庫に保存する。 

72 （４人分） 
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互
い
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会
い
る
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幸
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と
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を
振
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恵
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　（
下
関
） 

か
の
頃
の
教
室
の
ご
と
一
斉
に
音
読
を
す
る
　
　

渡
辺
千
恵
子 

古
文
講
座
に
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０
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大 島 彦左ェ門 
　　　　　（上野新在住） 

執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長） 
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燻
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渋
谷
　
く
に 

寒
冷
え
も
朝
寝
が
楽
し
む
老
姿
か
な
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ボ
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農
業
改
良
普
及
員
と
し
て
地
域
の

発
展
に
貢
献
し
た
大
島
彦
左
ェ
門
さ

ん
は
大
正
十
五
年
九
月
十
一
日
関
川

村
上
野
新
に
大
島
鑛
四
の
長
男
と
し

て
生
れ
た
。
昭
和
十
六
年
女
川
尋
常

高
等
小
学
校
を
卒
業
。
高
等
科
在
学

中
、
学
童
相
撲
新
潟
県
大
会
に
先
鋒

と
し
て
出
場
、
準
優
勝
を
果
し
た
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昭
和
十
八
年
十
二
月
新
潟
県
立
新

発
田
農
学
校
卒
業
。
昭
和
十
九
年
九

月
、
現
役
志
願
に
よ
り
千
葉
習
志
野

戦
車
隊
に
入
隊
。
さ
ら
に
昭
和
二
十

年
八
月
教
育
隊
に
入
隊
。
終
戦
に
よ

り
昭
和
二
十
年
九
月
復
員
し
た
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戦
後
食
料
危
機
へ
の
対
策
と
し
て

昭
和
二
十
三
年
農
業
改
良
助
長
法
が

制
定
さ
れ
、
農
林
省
農
業
改
良
局
の

管
轄
下
に
農
業
改
良
普
及
制
度
が
生

ま
れ
た
。
そ
の
仕
事
を
す
る
改
良
普

及
員
を
都
道
府
県
の
職
員
と
し
て
配

置
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大
島
彦
左
ェ
門
さ
ん
は
昭
和
二
十

五
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普
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に
採
用
さ
れ
関
谷
地
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業
改
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事
務
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に
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三
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事
務
所
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統
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よ
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農
業
改
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普
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所
と

な
り
、
引
き
続
き
関
川
村
の
担
当
と

し
て
稲
作
を
は
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め
農
業
技
術
と
農

業
経
営
の
指
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に
尽
力
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。
昭
和

二
十
五
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の
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創
期
で
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緑
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折
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Ｄ
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な
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ム
ラ
か
ら
ム
ラ
へ
直
接
農
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に

接
し
な
が
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新
し
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業
技
術
の
普
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や
農
家
生
活
の
改
善
に
あ
た
っ
た
。

昭
和
二
十
六
年
か
ら
三
十
一
年
頃
ま

で
は
食
料
増
産
運
動
の
最
中
で
、
農

業
技
術
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
く
、
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々
に
開
発
さ
れ
る
新
し
い
品
種
や
農

薬
、
肥
料
、
農
機
具
な
ど
新
し
い
技

術
の
普
及
に
日
夜
休
み
な
く
活
動
を

続
け
た
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ま
た
、
こ
の
時
期
、
各
地
区
に
四

Ｈ
ク
ラ
ブ
や
農
事
研
究
会
の
育
成
に

努
め
た
。
特
に
、
朴
坂
四
Ｈ
ク
ラ
ブ

や
上
関
の
一
歩
会
（
農
事
研
究
会
）

は
活
発
に
活
動
し
た
。
朴
坂
四
Ｈ
ク

ラ
ブ
は
実
績
研
究
発
表
会
に
出
場
し
、

日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
し
た
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昭
和
三
十
八
年
、
岩
船
農
業
改
良

普
及
所
に
転
勤
、
そ
の
後
水
原
（
四

一
〜
四
四
）
、
新
発
田
（
四
四
〜
四

七
）、
岩
船
（
四
八
〜
五
五
）、
水
原

（
五
五
〜
五
九
）
の
各
普
及
所
に
勤

務
し
昭
和
五
十
九
年
に
退
職
し
た
。

一
貫
し
て
地
域
農
業
の
発
展
、
農
村

生
活
の
向
上
、
担
い
手
育
成
な
ど
の

た
め
に
常
に
現
場
優
先
の
普
及
活
動

に
徹
し
た
。
な
お
荒
川
普
及
所
在
職

中
、
県
立
村
上
高
校
関
川
分
校
で
農

業
の
非
常
勤
講
師
を
務
め
、
働
学
青

年
の
指
導
に
尽
力
し
た
。
ま
た
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
農
事
通
信
員
に
選
ば
れ
、
農

村
の
話
題
を
四
年
間
に
わ
た
っ
て
提

供
し
、
ラ
ジ
オ
番
組
「
昼
の
い
こ
い
」

で
放
送
さ
れ
た
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退
職
後
、
女
川
農
協
の
営
農
指
導

員
を
は
じ
め
公
民
館
運
営
審
議
会
委

員
（
兼
社
会
教
育
委
員
）
や
区
長
を

務
め
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
た
。 

　
平
成
十
一
年
八
月
、
教
育
刷
新
、

文
化
向
上
の
功
労
に
よ
り
関
川
村
か

ら
自
治
功
労
賞
を
受
賞
し
た
。 
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